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タンネウシはア
イヌ 語 で「長
い・木 の・群
生しているとこ
ろ」。博物館付
近の地名です

博物館講座
トンボ玉つくり

　ガラス棒をバーナーで溶かし、細

い鉄棒に巻き付けてトンボ玉を作り

ます。今回は失敗しながらもたくさ

んの作品にチャレンジする入門コー

スです。色とりどりなオリジナル作

品を作ってみましょう。▶日時：4月
20日（土）9時、10 時、11 時、13

時、14時から各1時間▶場所：交
流記念館実習室▶定員：各時間2名、
要申込▶参加費：300円（協力会員、
中学生以下は無料）▶参加者：小
学生以上▶講師：合地信生学芸員

施設公開
農業資料等収蔵施設
「春の一般公開」

　農業資料等収蔵施設（旧朱円小学

校）では、「春の一般公開」を行いま

す。主に明治の開拓期から昭和にか

けての産業や生活に使われていた資

料を見ることができます。

　また、今年もレコードなどを聴き

ながらゆっくりできる空間の提供と、

手作りパンやお菓子、飲み物の販売

を行う「のんびりバザール」が開催

されるほか、楽しいワークショップ

なども予定していますので、この機

会にぜひご来館ください。▶期間：

休館日
4月1日(月)、8日(月）、15日(月)、
22日(月)、30日（火）
※4月29日（月・祝）は開館します。

農業資料等収蔵施設

完成したトンボ玉

絶滅したニホンカワウソの毛皮

5月1日（水）～5日（日）▶時間：
9:30～16:30▶場所：農業資料等収
蔵施設（旧朱円小学校）

北海道立北方民族博物館移動展
文化財写真

ー北方民族の文化多様性を伝える
　文化財の特徴を余すことなく記録

し、その魅力を輝かせる「文化財写

真」。北方民族博物館と東京文化財

研究所の共同研究により撮影され

た、北方地域に伝わる様々なモノの

高精細写真を展示します。※北方民

族博物館ロビー展を再構成したもの

です。▶会期：4月20日（土）～ 5月
19日（日）▶場所：交流記念館ロビー

収蔵資料展示
端午の節句の五月人形

　端午の節句は、子どもたちの邪

気を払い無病息災を祈る行事です。

今回は、愛らしい端午の節句に飾

る馬乗り大将と金太郎を展示しま

す。  ▶会期：4月 3日 (水 )～5月 5
日(日)▶会場：博物館本館受付前

入館料町民無料化のおしらせ
　4月1日から町内に住所をお持ち

の方は知床博物館の入館料が無料

になります。協力会未加入の町民

も無料となります。町内に住む友

人やご家族と一緒に、お気軽に博

物館にお越しください。

※協力会未加入の町民が展示室に

入る場合は、本館受付に住所確認

できるものを提示してください。

(斜里高生、町内に住所がある高校

生、中学生以下の提示は不要です。)

いろいろな魚の個体識別方法

　裏面のコラムに掲載しましたが、私
たちの調査では、ダムの上流と下流の
2つのヒレのカットパターンで個体識
別をして魚道の移動を確認しています。
しかし、もっと詳細な「魚の個性」や「個
体の追跡調査」などの研究をする場合
では、ナンバリングしたプラスチック
のタグを体につける方法や、入れ墨の
ように魚の皮下に色を入れる方法、他
にはマイクロチップを体に埋め込むこ
ともあります。どの方法も魚の行動を
変化させない事は大前提で、あとは予
算と手間と目的に応じて手法を選択し
ていきます。

調査研究のウラ話

左腹ビレの先端をカットした魚


